
麟

十第巻四強」
號

行乞日一月十年四十正大
四回

　
　
　
　
圏
　
　
次

．
轟
蓬
潅
勢
州
繕
霧
騒
撒
．
加
…
脚
．
。
「
．
．
藪

醍
醐
本
諸
寺
緑
超
越
牧
「
元
興
寺
繰
起
」
（
上
）
：
：
…
…
…
…

　
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
丈
學
博
士
　
坐
航
旧
．
田
　
爽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉

　
ポ
ジ
ゼ
オ
ス
の
史
風
（
下
）
－
…
…
丈
學
士
　
原
　
　
随
　
園

柳
澤
吉
保
の
一
面
（
下
）
…
…
：
－
女
撃
博
士
　
辻
　
　
善
之
助

蕪
繍
麟
瀦
嘘
融
郵
卿
な
．
糞
壷
㌔
勝
輪

ω
6
峯
貯
敷
授
ご
故
〉
費
霧
敷
授
：
・
…
…
…
：
：
：
・
：
…
・
恥
。

：
「
：
…
…
…
…
…
■
…
…
…
－
－
麦
學
博
士
三
浦
周
、
．
、
行

所
謂
京
都
南
璽
寺
遣
鐘
の
傳
來
に
關
す
る
異
説
・
：
：
：
…
：

…
…
し
ゼ
：
：
…
…
・
…
…
…
…
…
丈
學
博
士
新
　
村
　
　
田

西
歓
心
巴
の
史
的
生
活
に
於
け
る
週
期
律
：
…
・
…
…
…
…

…
…
…
…
－
・
…
…
…
二
士
軒
罵
冨
ゲ
挑
原
論

　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
＋
六
〉
－
工
皐
博
士
　
天
　
沼
俊
　
一

紹
　
介

棄
　
報

，
會
　
報

内部學：文學大國帝都京

史學研究命
岡



　
　
　
　
前
競
團
爽

柳
澤
吉
保
の
一
面
（
上
）
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
：
…
…
…
…
：
…
丈
學
博
士

蕪
機
内
外
周
債
三
分
（
上
）
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
．
…
…
…
…
：
…
…
．
．
…
…
…

ポ
ジ
ビ
オ
ス
の
史
風
（
中
）
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
・
丈
學
士

國
境
の
研
究
（
下
）
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
・
…
…
…
…
・
…
・
…
…
：
丈
攣
士

新
掛
の
法
然
上
人
絵
傳
に
就
て
…
…
：
：
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
：
…
…
…
…
…

大
英
博
物
館
所
藏
太
季
天
幸
史
料
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
：
…
…
…
…
・
－
丈
學
博
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醤
皐
士

明
治
天
皇
御
幼
時
の
御
重
患
に
就
て
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
・
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盤
国
士

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
十
五
）
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
；
…
・
：
…
…
…
…
…
工
學
樽
士

紹
介

彙
報

會
報

天三三内井下原澤辻

一雄詮郎慶佐園章助

義



　
　
　
　
　
本
會
大
回
豫
告

左
の
豫
定
を
以
ズ
本
會
大
會
開
催
可
致
會
員
諸
君
の
撃
茎
會
を
希
望
仕
候

　
一
、
時
　
　
日
　
十
一
月
七
臼
（
土
曜
日
）
午
後
剛
時

　
一
、
會
　
　
　
場
　
　
京
都
帝
國
大
學
交
學
部
第
十
敏
室

閲
一
、
大
會
順
序
　
會
務
報
告
及
役
員
改
選

　
　
　
　
講
　
　
　
湊

　
口
明
助
貝
…
易
の
置
四
相
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
搏
士
．
一
ご
　
浦
　
厨
．
噛
請
宿

　
演
習
郡
の
遺
玩
ご
遺
物
ご
に
就
い
て
　
文
學
博
士
、
池
　
内
　
辱
聖
君

右
回
了
後
有
志
晩
餐
會
…
開
催
（
會
場
、
京
都
帝
國
大
聖
樂
友
愈
館
）

・
京
都
，
御
「
所
、
修
學
院
離
宮
拝
槻

　
　
一
、
時
　
．
　
臼
　
　
十
」
刀
汎
臼
（
際
躍
臼
）
午
後
十
二
時
孚
よ
り

　
　
輔
、
集
合
場
研
　
†
御
所
建
禮
門
前

’
，
コ
舞
掘
の
手
三
等
臓
講
演
脅
席
上
に
て
御
話
し
串
上
ぐ

パ
注
意
）
・
右
拝
槻
獅
希
望
の
十
哲
諸
鴛
は
來
る
十
月
十
五
日
迄
に
本
腰
事
務
所
に

　
　
．
：
御
通
知
あ
紅
た
し
，
、

　
大
正
＋
四
年
＋
月
一
日
．
，
　
．
　
　
　
　
　
　
　
・
．
史
嚇
學
　
研
　
究
　
會



　穴　　　　　　　　　大　　　　大　大
欝館硲田安鳥齎石乙ネ曾正曾拍；示ll囑三E骨正

村霊蹴吻・・川噴騰我木霊塁豊簾重

威年心塗俊面面　　　　　　　　　糊年艘善＋左年三年
　　　評

本
年
度

替
凧
紙

入鶴灘細面雌鶴耶犠蹴鯵ffロ本

中
繕
久
四

鞍
…
岡
議
資
（
畳
圓
）
前
川
輝
彦
（
上
雫
期
）

鵬羅百市溺君竹酉堀木

岡容洲盤細辛宮

至1…了職一ト面罵左泰

資瀦駆人鄭喜要1ζ田彦

前浦：だ露中祇櫨河雷

・川上由禾村林賀原川

輝宗総会誠肇奨鵬

彦衛敬人照一…’助酪雄

準友京太可内土松〔

雌松蹄1免藤山鷺

　贋元勝皮儒丈兵
　　　　　　　篠
暗面古友夫輔夫門
　　覆
　　包．

窟川背富礒ヲト碧藤i

l論調簑繊下上松・面

取…多面信無五ヨ三大

雄助 ｫ儲良纂
　　　期　　　　期
　　　v　　　　　　y

挙挙巾斑　友

　山村下松
秀政孟無圓

一泌郡倫　諦

飯京太吉

岡謂田田

左元勝寅

内宮：女藏
　欝

　響

摯恋卜営下

礁城戸
　　　筋
鑑着信繁

資濟雅松

友鳥入

松曲面－

圓；耕単

蹄泊博

會

告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　

粗
々
費
金
参
圓
未
納
の
方
は
十
月
中
に
別
紙
封
入
の
振

利
用
御
納
附
相
成
度
候
也

會
費
領
牧
報
告



第第　第第第　　　　　　第　　　　　　　　第第
±十　九入目　六　五四
條條　言条條條　隆　総掘

第　第第

條　鋒鋒

　
虫
學
研
究
者
規
則

本
塩
ほ
史
學
研
究
會
ミ
引
す

本
會
ほ
同
志
の
士
相
集
ま
り
奥
學
に
腐
す
る
研
究
た
な
す
な
以
て

量
的
ミ
す

本
會
の
事
業
贈
れ
左
の
如
し

　
一
、
野
合
　
二
、
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
禽
誌
尊
の
獲
行

本
會
に
詳
議
員
若
干
、
書
寵
一
名
な
置
く

評
議
員
に
高
輪
中
よ
り
之
た
推
選
し
婁
員
及
轡
記
に
詳
議
員
雲
霞
Ψ

曝
託
す

詳
記
蹟
婁
員
及
書
認
の
任
期
に
一
ケ
年
芒
す
侃
し
再
錘
す
る
こ
ε

た
得

評
議
鼓
に
會
務
為
指
導
し
婆
員
に
編
纂
倉
詩
庶
務
な
分
掌
す

隔
月
一
圃
例
會
を
開
く
會
楊
等
1
1
其
都
度
之
た
定
む

毎
年
十
一
月
に
於
て
組
融
柴
＾
曾
准
開
著
評
議
員
の
選
聞
及
會
鵬
の
報

皆
な
な
す

會
費
に
年
、
金
謬
圓
ミ
す

入
會
ぜ
ん
亡
す
う
も
の
は
會
員
の
紹
介
為
以
て
卑
込
む
べ
し

　
　
　
一
≧

書伺同言明同雷同同好剛司種目同同同同同書

駝　　　員　　　萱

丈
學
博
士

乱
暴
博
士

丈
學
博
士

玉
盃
博
士

二
流
樽
士

著
聞
博
士

丈
學
薄
±

交
學
博
士

丈
學
博
士

交
學
薄
士

丈
學
二

丈
學
士

荒
鷲
士

丈
學
士

丈
學
士

文
學
士

丈
學
士

交
學
士

文
畢
士

島菅宮小藤松中中那徳三阪矢桑内小西濱羽石

・原峻一餐戦噂・黒田田門

飾欄ｫ棚悔琢ご耕五
彦憲定繁春崇勝蔀貞吉行昂一臓郎治郎作亨郎

釜縣藷論編編需露論爾　繍　高高
柵
（
撫
勝
會
蘭
）

で郎
（
編
纂
篶
任
）

飴蔚臓
（
編
纂
癬
任
）

｛
昂行

（
編
纂
櫓
圧
）

吉
（
編
　
　
纂
）

貞
（
庶
務
編
纂
）

韓
盟
晶
」
黒
糖
四
年
四
回
輻
月
護

團團

不
　
弘

誓複

縛

製
載

囹團

望薄高齢

一
冊
金
七
拾
五
銭

邊
料
金
四
　
　
銭

一
年
分
前
金
墾
　
圓

　
　
京
都
帝
國
大
盛
丈
藁
部
内

編
輯
所
　
史
學
研
究
會

　
　
　
　
　
　
　
　
捲
替
b
三
思
阪
壷
四
五
五
六

　
　
　
綿
二
者
　
　
松
　
野
　
遽
　
崇

　
　
京
都
市
下
京
匿
三
際
涌
御
幸
町
西
入

　
　
　
聚
行
春
　
大
谷
仁
兵
衛

　
　
京
轟
轟
下
京
匿
油
小
路
通
七
條
上
ル

　
　
米
麗
町
「
七
入

　
　
　
印
璽
者
　
田
中
和
一
郎

　
　
京
都
市
下
京
圃
西
洞
院
通
七
條
南
入

　
　
　
印
刷
～
耕
　
　
　
内
外
出
版
搬
式
禽
祀
印
刷
部

登
行
所

京
都
市
西
洞
院
通
七
條
南
入

内
外
幽
版
株
式
會
赴

電
詣
写
特
長
　
四
口
X
O
番

艦
替
d
座
面
阪
　
三
二
九
X
云
番



，，
P．・t）／

　　　　　　　’F　”・E

（JOURNRL　OF　HISTORY）

　　　　（QUARTERLY）

Voltime　×．　Number　4． October，　ig2g．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　CONTENTS．

Anicles　：

　　　The　Remission　of　Debts　in　the　1｛istory　of　China・　・　．　．　・

　　　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　Dr．　S．　1〈ato．

　　　Notes　on　the　Gangoji－Engl　（A　Histoiy　of　the　Gango　Temple），

　　　．　found　in　tlae　［Daigo　Temple．　（Part　1）．　．　．　．　Dr．　S．　1〈ita．

　　　’Ilie　Historiography　of　Polybius．’（Part　lll）．　．　．　．　Z．　1－lara・

　　　An　Aspect　of　Yanag’tsawa　Yoshiyasu．　（？art　ll）・　・　・　・　・　・

　　　・　・　．　・　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　1’ro£　Z．　Tsuji．

　　　Problem　of　the　IPNedemption　of　the　Debts　of　．Efans　（Fetidai

　　　　　CJans）　after　the　Fall　of　the　Tokugawa　Shogunate．　（Part　II）．

　　　・　・　・　．　・　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　・　A．　Sawacla，

！1fiscellanies　：

　　　The　Original　Manuscript　of　the　Message　of　the　Sliogun　concerning

　　　　　alteration　in　the　Treatment　of　the　Korean　Embassy　to　Japan

　　　　　in　I　7正1．　．　．　．　．　．　．　．　．　・　．　．　・　・　　K二・Takeda・

　　　Professor　D．　Scl｝gfer　and　late　Professor．　G．　1－1．　Adams　．　・　．

　　　．　．　．　．　．　．　．　．　‘　．　．　．　．　．　．　．　Prof．　H．　Miura．

　　　On　a　newly　discovered　Document　relating　to　the　History　of　the

　　　　　Be11　lmown　as　a　Relic　of　the　Nanbanj　i　（Christian　Church），

　　　　　1〈yoto．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　Prof．　1．　Shimmura．

　　’　W．　Vogel’s　‘　Rhythm　in　the　historicai　Development　of　ELii’Qpe．’

　　　・　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　1〈．　Sugawara．

　　　A　Guide　to　the　Study　of　Historlcal　Architectures　in　Japan・

　　　　　（IPart　＞g．　YI）．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　？rof．　T．　Amanuma．

Re”uiefors　antl’；”rvezvs．　”　：’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PUBLISI・IED

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BY

　　　　　　　　　　THE　SMGALKV一一XENKY（T－KW」an

　　　　　　　　　　　　　　　CTHE　HISTORICAL　SOCIETY）

　　　　　　　　　　　TIIE　KyoTo　II　IpEm．xr，　UNIvERs！TY．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JApAN．


